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代表質問

 議員

政友会

髙﨑　和夫

黒
羽
高
校
の

支
援
に
つ
い
て

台
風
19
号
の

災
害
復
旧
復
興
に

つ
い
て

質
問
：
特
例
校
の
支
援
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答
弁
：
黒
羽
高
校
は
、
地
元
へ
の
定

着
率
も
高
く
、
商
工
業
や
農
業
の
後

継
者
と
な
る
生
徒
が
多
く
、
大
田
原

市
を
担
う
人
材
を
多
く
輩
出
す
る
学

校
で
あ
り
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
学
校
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
本
年
度
は
地
域
と
一
体
と

な
っ
た
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

学
校
運
営
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
藤

原
副
市
長
が
委
員
と
し
て
参
加
し
て

お
り
、
地
元
企
業
へ
の
就
職
希
望
者

に
対
し
て
は
、
協
議
会
を
通
じ
て
支

援
要
請
等
が
あ
れ
ば
、
適
宜
対
応
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
：
黒
磯
駅
か
ら
黒
羽
高
校
へ
の

バ
ス
運
行
支
援
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
黒
羽
高
校
が
令
和
2
年
度
よ

り
特
例
校
に
な
る
た
め
、
生
徒
数
を

維
持
、
確
保
し
た
い
と
の
理
由
で
、

市
営
バ
ス
を
黒
磯
駅
か
ら
黒
羽
高
校

ま
で
の
運
行
要
望
を
受
け
、
通
学
を

目
的
と
し
た
朝
夕
各
一
便
を
運
行
す

る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
路
線
名
は

黒
磯
駅
黒
羽
高
校
線
と
し
、
運
行
経

路
は
黒
磯
駅
東
口
か
ら
鍋
掛
、
寒
井
、

堀
之
内
を
通
り
終
点
黒
羽
高
校
と
す

る
経
路
で
、
運
行
開
始
時
期
は
令
和

2
年
4
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

質
問
：
日
中
往
復
、
も
う
一
便
考
え

ら
れ
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
朝
夕
走
ら
せ
状
況
を
見
ま
す
。

質
問
：
黒
羽
観
光
や
な
の
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
昨
年　

月
の
台
風　

号
で
甚

10

19

大
な
る
被
害
を
受
け
、
役
員
会
を
急

遽
開
催
し
、
取
り
あ
え
ず
、
現
状
の

場
所
で
復
興
す
る
と
い
う
方
針
が
決

ま
り
、
今
年
5
月
1
日
開
場
で
き
る

目
安
が
つ
き
ま
し
た
。
私
も　

年
市

10

長
職
を
さ
せ
て
戴
き
、
こ
の
間
水
害

等
で
3
回
や
な
が
流
さ
れ
て
い
る
と

い
う
経
験
か
ら
、
長
期
的
に
見
て
、

大
田
原
の
観
光
事
業
と
し
て
も
一
番

大
き
な
事
業
の
一
つ
で
も
あ
り
、
今

後
場
所
の
良
い
所
を
選
定
し
、
し
っ

か
り
と
し
た
観
光
や
な
の
施
設
を
つ

く
り
、
多
く
の
方
々
に
黒
羽
の
地
、

大
田
原
の
地
に
足
を
運
ん
で
戴
く

メ
ッ
カ
に
し
て
い
く
。
ま
た
、
東
日

本
大
震
災
で
被
災
し
た
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
が
手
つ
か
ず
で
、
そ
の
折
、

地
域
の
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
な
る
も
の

を
創
り
、
そ
の
周
辺
一
帯
の
と
こ
ろ

で
、
地
方
創
生
、
活
性
化
の
デ
ザ
イ

ン
の
中
に
観
光
や
な
も
一
つ
入
れ
る
。

ま
た
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
、
城
址
公

園
等
の
一
体
化
の
中
で
、
黒
羽
の
ま

ち
を
中
心
と
し
た
再
整
備
を
進
め
て

い
く
。
こ
う
し
た
形
で
あ
れ
ば
、
国

の
補
助
金
等
の
導
入
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
災
害
で
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
、
根
本
的
に
こ
の
地
域
を
見
直
し

た
中
で
、
今
後
、
こ
の
地
域
の
活
性
化

を
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
考
え
て
い
き
ま
す
。


